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　代表取締役専務　　　　 　 財津 　敬三

　常務取締役　　　　　　　 平本　　和生
　ＴＢＳﾃﾚﾋﾞ取締役編成局長　石川 　眞実
　

　司会:経営企画局IR推進室長　 稲井　英一郎　

出席者紹介
© 2006 TBS
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　代表取締役専務　　　　　財津　敬三

第1四半期ハイライトと
Ｖ!ｕｐ2010検討チーム提言

© 2006 TBS
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第1四半期業績ハイライト

連結・単体とも増収・増益

連・単とも第1四半期売上は過去最高

単体事業部門の売上64.6億円も過去最高

タイム・スポット収入は計画達成、5局シェア21.6%（+1.0）

グランマルシェの増収増益、続く

ＴＣエンタテインメント、ＤＶＤ販売好調

© 2006 TBS
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△2.3%△31313,2008,2005,000当期純利益

57.9%

45.1%

4.5%

増減

8,91224,30014,7009,600経常利益

7,39623,80014,2009,600営業利益

13,659319,700163,700156,000売上高

前年差合計

通期
下期上期連　結

（単位：百万円）

△1.4%△15211,0006,2004,800当期純利益

64.8%

65.1%

4.9%

増減

7,55119,20011,0008,200経常利益

7,01717,80010,4007,400営業利益

13,105278,800142,000136,800売上高

前年差合計

通期
下期上期単　体

(参考）当期業績 期首予想
© 2006 TBS

5.5%
3.6%
通期

4.2%
3.3%
下期

6.8%
4.0%
上期

タイム
スポット

期首見通し
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Ｖ!ｕｐ2010 中期経営目標
© 2006 TBS

21.5%

8.1%

250

5

80

153

238

25

533

2,639

3,197

06年度計画

320235102　　　放送事業

20012556映像・文化事業

70306　　　不動産事業

21.2%

8.0%

233

164

25

441

2,594

3,060

05年度実績

25%

9%

500

590

150

1,350

2,850

4,350

10年度

23%

8.6%

350

390

100

740

2,710

3,550

08年度

映像・文化事業

スポット5局シェア

全日視聴率

連結営業キャッシュフロー

連結営業利益

　不動産事業

放送事業

連結売上高

(単位：億円)

(セグメント別売上は外部売上高）

(06年度以降は子会社２社が放送事業から映像・文化事業にセグメント間移動する予定）
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Ｖ!ｕｐ2010 全社的検討テーマ
© 2006 TBS

Ｖ!ｕｐ2010の土台支えるグループ体制⑥　ＴＢＳグループ戦略

新たな広告手法・マーケティングの開発⑤　デジタル営業戦略

マルチユース可能なコンテンツ開発、新規開発事業④　事業開発

ＩＴ新時代の人材採用・育成および人事政策③　人事政策

効率的で専門化された最強コンテンツ制作集団②　プロフェッショナル化

ＴＢＳブランド再確立と2010年度に向けた編成戦略①　Ｖ!ゴール編成
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Ｖ!ｕｐ達成に必要な社内改革
© 2006 TBS

「顧客満足」を志向する
意識改革

コンテンツの
マルチユース戦略

経営意思の浸透と
一体感を醸成する

人事制度改革

ブランド戦略の
統合実施

プロフェッショナル化
推進

Ｖ!ｕｐ2010の達成

企
業
価
値
の
向
上

株
主
価
値
の
向
上

新規事業含む
放送外事業収益最大化

コア事業としての
放送事業収益最大化
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Ｖ!ｕｐ直ちに取り組む施策
© 2006 TBS

Ø営業と編成制作の双方向コミュニケーション強化
スポンサー情報に即応する

社内体制

Ø全社的視点をもつ社員の研修育成プログラム

Øグループ一体感を高める人事制度
研修制度の総合的改革

Ø各職種分野ごとに宣言案を起草
Ø視聴者の満足を第一とする番組の企画制作

プロフェッショナル化推進

Ø編成予算と技術・美術予算の執行および一元管理

Øグループの番組制作力、向上と効率化をめざす
番組制作費の総合発注管理

Ø番組・コンテンツの二次展開、ライセンス、商品化を

　　立案・調整する戦略組織の新設
マルチユース推進組織の新設

Øブランド戦略の新組織を立ち上げ

Ø再開発完成時プロジェクトの始動

ブランド戦略の

統合実施体制を構築
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赤坂再開発の現状
© 2006 TBS

(8/3撮影 25階部分まで積みあがる)

(４階855坪の無柱大空間は
様々なレイアウトが可能)

撮影時点の高さは、完成
予想図の、このあたり
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第1四半期の財務・業績概況

　常務取締役　　　　　平本　和生

© 2006 TBS
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　【放送事業（１５社）】
㈱TBSテレビ
㈱TBSラジオ＆コミュニケーションズ

㈱TBSビジョン
㈱東放制作
㈱プロカム　　　　　 ㈱赤坂ビデオセンター
㈱ドリマックス･テレビジョン　
㈱赤坂グラフィックスアート　
㈱アックス ㈱サウンズ・アート
㈱テレコム･サウンズ 　 ㈱ジャスク
㈱ビューキャスト ㈱エフ･アンド･エフ
TBS International, Inc.

【不動産事業（５社）】
㈱緑山スタジオ･シティ 　　　㈱TBS会館
㈱TBS企画 　赤坂熱供給㈱ 　㈱TBSサンワーク

【映像・文化事業（７社）】
㈱日音　　　 　㈱TBSサービス　　　　OXYBOT㈱

TCエンタテインメント㈱　　 ㈱グランマルシェ
㈱横浜ベイスターズ　　　　 ㈱TBSトライメデイア

　㈱東京放送（ＴＢＳ）

【持分法適用（４社）】
㈱ビーエス・アイ　 　㈱トマデジ　 　㈱東通 ㈱ティ･エル･シ－

連結会社一覧
© 2006 TBS

【その他（３社）】

㈱TBSプラザ　　　　　　　　 ㈱ティ･アール･シー　　　　
㈱TBSメディア総合研究所
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(単位：百万円)

0.85

0.94

1.02

1.12

連単

倍率

0.93

1.01

1.10

1.12

連単

倍率

△1.1△86875,4566.85,16280,619売上高

△33.6

△15.8

△14.8

増減
(％)

30.9

24.7

21.6

増減
(％)

△2,0544,0611,2545,315当期純利益

△1,3967,4501,8389,289経常利益

△1,2327,1071,5378,644営業利益

前年差金額前年差金額

前年同期第1四半期

連結損益計算書
© 2006 TBS
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（単位:百万円）

連結セグメント別業績

－1,082－10,1035261,6091,44811,551映像・文化

△2△2－－119－－消去又は全社

△1,232

－

18

－

前年差

1,537

△14

△4

1,018

前年差

5,841－64,5926,8603,80668,399放送

7,107

28

157

営業利益

8,644

14

152

営業利益

△86875,4565,16280,619連結

－86△1769その他

△7673△74598不動産

前年差外部売上高前年差外部売上高

前年同期第1四半期

© 2006 TBS

車両運行、喫茶・飲食業等

土地および建物の賃貸等

各種催物、ビデオソフト等の企画・制作、野球興行等

テレビ・ラジオの放送事業および関連事業

事業内容

その他事業

不動産事業

映像・文化事業

放送事業

新事業区分
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（単位：百万円）

△0.0△243555,028 555,271
資産

合計
△0.0△243555,271555,028

負債/少数株主持
分/純資産合計

378,026
純資産合計

または資本合計
△1.2△4,665

△0.7(△11)1,659
（1,647）

373,360

(少数株主持分)

3.56,081175,585181,667負債合計

△2.0△8,485422,106413,620
固定

資産

21.520,05493,303113,358固定負債

△17.0△13,97382,28268,309流動負債
6.28,242133,165141,407

流動

資産

増減
（％）

比較2006/32006/6増減
（％）

比較2006/32006/6　

第１四半期末有利子負債残高：728億61百万円 ( ＋294億59百万円）

連結貸借対照表
© 2006 TBS
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259－259新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額

10,753

△13,845

24,340

29,680

△33,592

28,302

前年差

52,61238,767現金及び現金同等物の期首残高

46,63857,392現金及び現金同等物の期末残高

△5,97318,366現金及び現金同等物の増加額

△2,52927,151財務活動によるキャッシュ・フロー

2,883△30,709投資活動によるキャッシュ・フロー

△6,35621,945営業活動によるキャッシュ・フロー

前年同期第1四半期

(単位：百万円)

連結キャッシュフロー実績
© 2006 TBS
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260

690

690

80,200

金額

期首通期見込

△158

△204

△199

19,696

金額

第1四半期
TBSテレビ

26

92

104

429

前年差

207当期純利益

88経常利益

149営業利益

△2,257売上高

前年差

（単位：百万円）

分社別の業績
© 2006 TBS

250

510

510

15,900

金額

期首通期見込

4

41

36

3,862

金額

第1四半期
TBS R&C

△107

△185

△188

△139

前年差

72当期純利益

2経常利益

6営業利益

280売上高

前年差
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（第1四半期：１月～３月）

△273

△273

△237

△363

前年差

△1,320

△1,320

△1,325

196

金額

第1四半期

0

△2

34

△667

前年差

0

0

0

7,200

金額

期首通期見込

営業利益

当期純利益

経常利益

売上高

（単位：百万円）

横浜ベイスターズの業績
© 2006 TBS
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（単位：百万円）

　前期末 累損 ：35,358百万円（△5,222）
　

BS-iの業績

243

243

243

197

前年差

△530

△529

△530

1,279

金額

第1四半期

3,522

894

901

2,168

前年差

△１,700

△1,700

△1,700

7,600

金額

期首通期見込

営業利益

当期純利益

経常利益

売上高

© 2006 TBS
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△123

628

前年差第1四半期

3,057

2,737 22,423設備投資

13,530減価償却費

05通期連　結

（単位：百万円）

設備投資と減価償却費
© 2006 TBS

△162

789

前年差第1四半期

2,850

2,431 19,852設備投資

12,712減価償却費

05通期単　体

（2006年度以降は現時点での見込み）

110

380

2007

122

265

2006

125

245

2008

125

110

2009

110

125

2010

（単位：億円）

100

350

2007

115

255

2006

115

235

2008

115

90

2009

105

115

2010
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(単位：百万円)

前年同期第1四半期

増減(%)前年差金額増減(%)前年差金額

△29.8

△14.5

△8.9

△1.6

19.3

15.4

12.9

6.8

△2,0274,7699195,689当期純利益

△1,3477,9331,2209,153経常利益

△6766,9589017,859営業利益

△1,12467,1114,59371,705売上高

© 2006 TBS

単体損益計算書
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6.8

0.2

9.9

8.3

2.2

1.8

11.8

6.7

増減(%)

4,593

2

580

583

63

493

3,453

4,009

前年差

71,705

1,159

6,460

7,619

2,913

28,453

32,717

64,085

金額

第１四半期

増減(%)前年差金額

67,111

1,156

5,879

7,036

2,850

27,960

29,264

60,075

前年同期

△1,124

64

△97

△32

△363

△1,000

272

△1,092

△3.5　(スポット)

△1.6収入合計

5.9　(不動産)

△1.6　(事業)

△0.5その他

△11.3(テレビその他)

0.9　(タイム・制作)

△1.8テレビ事業

(単位：百万円)

単体収入内訳
© 2006 TBS
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11.8

1.8

4－6

－

△3.2

東京地区
（4－6月）

9.6

0.5

４月

7.9

9.1

５月

18.0

△3.3

６月

タイム

スポット

(単位：％)

80

90

100

110

120

４月 ５月 ６月

スポット
タイム

単体テレビ収入伸び率
© 2006 TBS

(色づけ箇所は前年実績達成を示す）
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3.9

5.0

5.3

6.2

6.3

6.9

7.3

11.4

12.6

16.2

シェア

9.7

△13.3

7.9

△6.6

△0.9

△20.9

19.9

△3.9

2.0

△1.6

伸び率

流通

ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ・趣味

通信・放送

総合電気機器

自動車・輸送機器

医薬品

金融

化粧品・トイレタリー

食品

酒・飲料

2005年度　1Ｑ

3.7

4.3

6.1

6.6

7.1

7.4

7.6

11.7

12.6

14.7

シェア

49.1エンターテインメント・趣味5

24.3総合電気機器4

4.2化粧品・トイレタリー3

1.2食品2

△8.0酒・飲料1

5.1精密機器・事務機10

△17.9通信・放送9

△2.3自動車・輸送機器8

△7.5金融7

3.5医薬品6

伸び率2006年度　1Ｑ

（順位は金額順）

(単位：％)

業種別スポット売上順位
© 2006 TBS

(色づけ箇所は前年実績達成を示す）
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6,460

233

489

681

45

361

988

850

1,123

202

1,485

1Ｑ

その他番販(ＢＳ/ＣＳ他)

海外番販

国内番販

映画アニメ(ﾗｲﾂ)

ＤＶＤ(ｿﾌﾄ)

580

2

16

126

28

39

73

△191

△395

△161

1,041

前年差

合　計

コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
局

事業
局

メディアコマース

前期「全員集合」の反動、「白夜行」「輪舞曲」「夜王」好調映像

事業

大好評「ナスカ展」約３５万人入場、熊川バレエも健闘文化事業（催事）

ショッピング事業　好調持続

２時間ドラマの受注増

「この胸いっぱいの愛を」「あらしのよるに」

売上は過去最高を更新

モバイル＆ネット

ＴＢＳ-ｃｈが好調持続ＣＳ事業(ＴＢＳ-ｃｈ/ＮＢ)

「朝ズバッ！」と「２時ピタッ！」のセールスが貢献
ｺﾝﾃﾝﾂ

事業

ＧＷ期間中、星の王子様ミュージアムが健闘事業（興行）

摘要内　容

(単位：百万円)

単体事業部門収入
© 2006 TBS
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83,21730,402寺内貫太郎一家　（Ｄ）4

15,618

12,027

9,249

10,660

32,000

9,500

21,500

93,654

86,447

販売本数
（4~6月）

15,618

12,027

97,504

27,660

32,000

167,054

21,500

93,654

86,447

累計本数
（発売時～）

里見八犬伝（Ｄ）7

ガチバカ（Ｄ）9

今夜ひとりのベッドで　（Ｄ）10

白い影　（Ｄ）8

ケイゾクコンプリートＢＯＸ　（Ｄ）6

花より男子　（Ｄ）5

夜王　（Ｄ）3

輪舞曲　（Ｄ）2

白夜行　（Ｄ）1

タイトル

ソフト部門売上ベスト10

(順位は売上高順　ＤはＤＶＤのみ、Ｄ＆ＶはＤＶＤおよびビデオの売上)

© 2006 TBS

(単位：本)
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－308－第３四半期

（△14）

－

－

－

－

10

前年差

306－第４四半期

635－上期

295305第１四半期

340－第２四半期

614－下期

1,249

２００５年度

（1,235）

２００６年度

（通期見込）

テレビ番組原価(制作費)

(参考)テレビ番組原価に含まれる主な費用：

　　直接費：制作番組費、業務委託費、ギャランティ等
　　間接費：人件費、美術制作費、技術制作費，減価償却費等

(単位：億円)

© 2006 TBS
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第1四半期の視聴率状況
および10月編成

© 2006 TBS

　ＴＢＳﾃﾚﾋﾞ取締役編成局長 　石川 眞実　
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0.3⑥ 　8.00.1⑥ 　8.40.1⑥　3.8テレビ東京

△0.3⑤　10.6△0.2⑤　11.7△0.1⑤　6.7NHK

②　13.1

①　14.6

③　12.6

③　12.6

プライム

④　12.2

①　14.4

③　12.4

②　12.5

ゴールデン

③　7.8

①　9.5

②　8.5

③　7.8

全日

△0.3△0.70.1テレビ朝日

△0.1△0.20.1フジテレビ

△0.3△0.2△0.3日本テレビ

±0△0.20.2 ＴＢＳ

増減増減増減

（単位：％）(2006/4/3～2006/7/2：週ベース 増減は前年同期比 )

第1四半期 視聴率
© 2006 TBS

前期に続いて、第1四半期もゴールデン帯は単独2位
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（週ベース）

9.0
10.0
11.0
12.0
13.0
14.0
15.0
16.0

ＴＢＳ 12.2 13.2 12.3 11.6 

日本テレビ 12.8 12.7 11.9 11.5 

フジテレビ 15.0 14.9 13.6 14.3 

テレビ朝日 12.8 11.5 12.2 10.5 

4月 5月 6月 7月

フジテレビ

テレビ朝日

ＴＢＳ

日本テレビ

（単位：％）

ゴールデン帯視聴率推移

12.2

14.4
12.4
12.5

当期

平均

© 2006 TBS
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 平均　9.7

 平均　8.0

5

6

7

8

9

10

11

12

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

06/4/3～月平均
05/4/4～月平均

（単位：％）

みのもんたの朝ズバッ！（第２部）　前期比較

朝ベルト番組の動向
© 2006 TBS
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（単位：％）(2006/4/3～2006/7/2：週ベース )

© 2006 TBS

レギュラー番組ベスト10　

14.3

14.3

14.4

14.6

15.4

15.7

16.1

16.7

18.2

18.9

平均視聴率

金22金曜ドラマ「クロサギ」５

金21中居正広の金曜日のスマたちへ４

火19ぴったんこカン・カン３

火21ズバリ言うわよ！２

木22橋田壽賀子ドラマ「渡る世間は鬼ばかり」1

日20どうぶつ奇想天外！１０

土22ブロードキャスター８

日19さんまのスーパーからくりＴＶ８

日８サンデーモーニング６

月19関口宏の東京フレンドパーク２６

曜日番組
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連続ドラマ視聴率
© 2006 TBS

泉ピン子　宇津井健１９．０％木曜21時Ø「渡る世間は鬼ばかり⑧」

里見浩太朗　由美かおる１４．３％月曜20時Ø「水戸黄門　第36部」

山田孝之　沢尻エリカ９．７％金曜22時Ø「タイヨウのうた」

田村正和　伊藤蘭１１．８％日曜21時Ø「誰よりもママを愛す」

篠原涼子　岩下志麻１２．４％木曜22時Ø「花嫁は厄年ッ！」

主演（敬称略）平均視聴率放送時間７～９月ドラマ（7/30まで）

泉ピン子　宇津井健１８．９％木曜21時Ø「渡る世間は鬼ばかり⑧」

山下智久　掘北真希１５．７％金曜22時Ø「クロサギ」

長谷川京子　小出恵介１２．０％日曜21時Ø「おいしいプロポーズ」

西田敏行　沢村一樹１２．２％月曜20時Ø「特命！刑事どん亀」

豊川悦司　伊藤英明１２．７％木曜22時Ø「弁護士のくず」

出演（敬称略）平均視聴率放送時間４～６月ドラマ（全期間）
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10月改編① 昼・午後帯強化
© 2006 TBS

ØＭＣに福澤朗を起用

Øテレビの昼時「新スタイル」を視聴者に提案
Øニュース、アミューズメント、カルチャーを合わせた「ア　　
ニュースメントカルチャー」を観客入りのスタジオで大展開！

月～金
11時

昼ベルト情報生番組

ØＭＣはお馴染み恵俊彰
ØＦ１・Ｆ２をターゲットに生活をワンランクアップさせる

　　２時間大型情報番組

Ø社会、芸能、流行、健康、グルメなど最新情報満載！

月～金

14時

午後ベルト情報生番組

内容放送日新ベルト番組

大躍進「朝ズバッ！」の流れを昼から午後、夕方へと「縦」にリレーし
月～金のベルト＝「横」の流れを組み込んだ

「クロス」編成
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10月改編② バラエティ＆ドラマ
© 2006 TBS

Ø7年ぶり「明石家さんま」のＧ帯レギュラー新番組水21時明石家さんま新番組

Øスペシャル番組で好評の番組がレギュラーとして

　ゴールデンに初登場
木19時徳光和夫の「逢いたい」

内容放送日バラエティ

Ø主演：内山理名

Ø映画に続くドラマ化
木22時「嫌われ松子の一生」

Ø主演：長澤まさみ

Øあの名作が25年ぶりに連続ドラマで復活
金22時「セーラー服と機関銃」

内容放送日10月ドラマ
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世界174の国と地域から
激戦の大陸予選を生き残った４８チームが日本に集結！　

4年に一度の真の世界一決定戦

© 2006 TBS

大会開催期間　２００６年１０月３１日～１２月３日

★国際バレーボール連盟主催　★東京・大阪など１０都市１２会場から中継　★全２２日間、ＴＢＳ系列独占放送

　　　　　２００６世界バレー

2006世界バレーのオフィシャル・サポーター
ＷａＴ　　モーニング娘　　ＤＥＦ．ＤＩＶＡ　　Ｂｅｒｒｙｚ工房
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本資料に記載されている将来の当社業績に関する見通しほか全ての内容は、本資料作成時点
の当社の判断に基づくものであり、記載された将来の計画数値、施策の実現を確約したり、保
証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経済情勢、市場動
向、経営環境などの変化により、記載事項と異なる可能性があることに十分ご留意下さい。

お問い合わせ先お問い合わせ先
〒107-8006

東京都港区赤坂五丁目3番6号
株式会社　東京放送

経営企画局　IR推進室
TEL：03-3746-1111（代表）

FAX：03-5571-2020

© 2006 TBS

将来見通しに関する注意事項


